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【研究を行った背景】
　特別支援学校には，多様かつ重度の重複障害のある児童生徒が在籍するようになっています。コミュニケーションが困
難な場合，従来のアセスメントツールでは「測定不能」となる場合が多々あり，実態把握が十分にできないまま，教育が
開始される場合が少なくありません。また，学校現場では教員が「このやり方でよいのか」ととまどいながら指導を行っ
ているという実態があります。特に，重度・重複障害の児童生徒の「視覚を通した環境の把握」と「コミュニケーション」
について，見落としがちな初期的な力やそのゆっくりとした変化に対する教員や保護者の気づきを促すアセスメントが望
まれていました。本研究では，教員が実施しやすく，実態把握が具体的な教育的支援につながるアセスメントを提案する
ことを目的としています。

【研究結果】
　重複障害のある子どもの「視覚を通した環境の把握」と「コミュニケーション」の初期的な力を評価するツールとして
以下のアセスメントを提案し，研究協力機関で試行しました。

重複障害のある子どもの初期的な視機能や萌芽的なコミュニケーション
を評価し実践につなげるためのアセスメントはどのようなものですか？

●視覚を通した環境の把握に関するアセスメント●
○「実践に生かす見え方アセスメント」
　重度の重複障害のある子どもの多くは，視覚障害を
併せ有しています。「見えているかどうかわからない」
という状態の子どもを対象として「実践に生かす見え
方アセスメント」を提案しました。このアセスメント
には次の特徴があります。
①�最初期の視機能（光覚と色覚）についてどの教員も
アセスメントできるよう工夫したこと

②現場で調達できる資材を用いること
③�評価が実践につながる方法を提案すること
　また，重複障害のある子どもの多くが有する中枢性視
覚障害の情報についても，国内外の知見を集め，現場の
教員にわかりやすく整理して提示しました。

＜開発した色のアセスメント視標，及びTACによる評価
結果を実践につなぐための疑似体験調整ゴーグル＞

●コミュニケーションに関するアセスメント●
　重複障害のある子どもとの初期的なコミュニケーシ
ョンを支えるモデルを示し，支援の基本となるコミュ
ニケーションのパートナーが満たすべき３つの条件を
整理しました。　　　
　①子どもを知ること　
　②パートナーの役割を広げること
　③環境の文脈を整理すること

　この視点に基づき子どものコミュニケーションの初
期的な力への気づきを促す2つのアセスメントを提案し
ました。
○「受信方法と発信方法の発達的変化と整理」
　�コミュニケーション方法の発達的な変化について，
最初期から高度な記号操作までを体系的に反映でき
るツール

○「やりとりの芽生えと展開」
　�発達の最初期のやりとりのコミュニケーション行動
が細かく反映できるツール

【アセスメントの試行とその成果】
　研究協力校および事例提供校において，これらのアセスメントを教員と共に実施し，その結果を教育的支援につなげる研修を
行いました。また，独創的な教育実践を展開した教員から情報収集を行いました。主な事例を以下に挙げます。
　１�）アセスメント」の結果，蛍光色が見えることがわかり，視覚を最優先に楽しむ美術の授業を展開していった事例
　２�）芽生えてきた視覚的探索活動を支援するよう関わりの方針を変えたことで，ものを見る力，環境を把握する力，

やりとりの力が育っていった事例
　３）受信方法・発信方法を工夫し「絵日記」を活用した聴覚障害のある児童の事例
　４）受信方法・発信方法を工夫し「音の日記」を活用した視覚障害のある生徒の事例
　５）TAC等の研修を受けて教員が疑似体験を行い，環境面への配慮に結びつけた事例
　６�）アセスメントから得られた子どもの見えの情報を，わかりやすい環境づくりや見えやすい教材，教員の関わりの

配慮へと結びつけた事例　
　7）ケース研究会を継続することで、子どもの支援に関する�様々な情報を教員が共有していった事例
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【本研究成果の活用】
（１）各学校における試用とアセスメント結果の教育実践への活用、及びフィードバック
　研究に協力していただける特別支援学校（肢体不自由）や教員を増やして、アセスメントの試用を重ねます。そのフィー
ドバックに基づいて、より現場の教員が使いやすく、子どものニーズを反映しやすいものに改善します。
（２）教育委員会や本研究所における研修による普及
　教育委員会が主催する研修会や本研究所で実施している特別支援教育専門研修において、本アセスメント研究の内容
を紹介し、より多くの学校で活用していただけるよう普及活動を行います。
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【研究成果報告書】
　研究成果報告書の目次は，以下のとおりです。
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２　�コミュニケーションに関するアセスメントの方向

性
第２章　�視覚を通した環境の把握とコミュニケーショ

ンに関するアセスメントの提案
第１節　�重複障害児の視覚を通した環境の把握に関す

るアセスメント
１　�重複障害児にみられる視機能の特性と教育的ニー

ズ
２　�特別支援学校（肢体不自由）における児童生徒の

実態把握の状況と課題
第２節　�重複障害児のコミュニケーションに関するア

セスメント
１　�コミュニケーションの方法に関するアセスメント

の提案
２　�やりとりの芽生えと展開についてのアセスメント

の提案
第３章　�アセスメントの試用とアセスメント結果の教

育活動への活用
＜報告１�＞　聴覚中心の関わりから，見える色の活用

と「眩しさ」への配慮を行った事例
＜報告２�＞　アセスメントの結果蛍光色が見えること

がわかり，視覚を使って楽しむ美術の授業を
展開していった事例

＜報告３�＞　芽生えてきた視覚的探索行動を支援する
よう関わりの方針を変えたことで，ものを視
る力，環境を把握する力，やりとりの力が育
っていった事例

＜報告4�＞　受信方法と発信方法を工夫し，絵日記を活
用した聴覚障害のある児童の事例

＜報告5�＞　ケース研修会を継続することで，子どもの
支援に関する情報を教員が共有していった事例

＜報告6�＞　アセスメントによって子どものやりとりの
力の芽生えを確認したことで，保護者が自信を
持って子どもとのコミュニケーション関係を築
いていった事例

＜報告７�＞　「見え方アセスメント」の実施の流れと評
価結果を活かした実践およびコミュニケーシ
ョンを深める「音の日記」の活用についての
事例

＜報告8�＞　TAC等の結果を受けて教員が疑似体験を
行い，環境面への配慮に結びつけた事例

＜報告9�＞　「先生，うちの子見えてると思いますか？」
教員が得た見えの情報を，わかりやすい環境，
見えやすい教材，教員の関わりの配慮へと有機
的に結びつけた実践を行い，アセスメントによ
って確認を行った事例

研究の成果と今後の課題
資料：�ゴードン　N　ダットン「視覚系についてのよ

り詳細な情報」
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***********************************************
　本リーフレットは，研究所で行った次の研究を基に
作成しています。

【研究課題名（研究期間）】
　課題別研究「重複障害児のアセスメント研究－自立活
動のコミュニケーションと環境の把握に焦点をあてて－」
（平成１８年度～平成１９年度）
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